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本研究は、sp2炭素のみで構成されたチューブあるいはシート状の一連の炭

素化合物「ナノカーボン」を、独自の反応により選択的に合成することによっ

て、その機能を解明しようとするものである。 
カーボンナノチューブやグラフェンを超えるナノカーボン分子の選択的合

成を目指す意欲的で挑戦的な計画であり、新反応、新触媒の開拓とともに、新

しい炭素科学の学術と新たな炭素材料の創出も期待される。 

 


